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CMB偏光観測実験POLARBEARでは広視野観測で問題となる 1/fノイズ低減のため、主焦点に連続回転半波
長板を設置した。しかし、主焦点に半波長板を設置すると、水口ドラゴン条件を満たした光学系が破綻し、交差偏
波特性が悪化する。本研究では物理光学シミュレータ等を用いて交差偏波特性の悪化の度合いを見積もった。ま
た得られた交差偏波特性による CMBパワースペクトル観測への系統誤差を評価し、重力レンズ効果起源 Bモー
ドより十分小さいことを確認した。


